
まえがき
最近のボイラーや圧力容器は，そのほとんどがアーク溶接によって作られ
ています。
このアーク溶接も手溶接から自動溶接へと移行し，つぎつぎと新しい溶接
法が開発されています。
ボイラーの主要部分は，高温にさらされ，また，内部の蒸気圧力等によっ
て応力を生じます。溶接工作にあたっては，これらの点を考慮して継手の位
置や種類を定めなければなりません。また，溶接工作の方法が不適切である
と継手部に欠陥が生じ，ボイラーの使用中に大きな災害を招くおそれがあり
ます。さらに溶接作業中は，感電，ガス爆発等の災害や有害ガス等による健
康障害の防止にも配慮しなければなりません。
以上の観点からボイラーや第一種圧力容器の溶接に従事する者は，都道府
県労働局長から免許を受けた者でなければならないこととされています。
この免許は，厚生労働大臣が指定した試験機関が行うボイラー溶接士免許
試験に合格した者に与えられることになっています。
本書は，このボイラー溶接士免許試験を受けようとする方々を対象に試験
科目の全般について解説したものであり，理論から説き起し，実務面にウエ
イトをおいて述べられているのが特徴です。したがって，ボイラー溶接士免
許を取得された後も座右の書として役に立つと信じております。
本書がボイラー溶接士を志す方々をはじめ，多くの関係者に愛読され，ボ
イラー，圧力容器等の溶接技術の向上に寄与することを期待してやみません。

　　平成30年 1 月

　　　　　　　　　　　　　　一般社団法人日本ボイラ協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　刑　部　真　弘
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